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笑顔いっぱい、１年生を迎える会 

　５月２３日（木）に１年生を迎える会を行いました。６年生の実行委員が原案を考え、ゲー
 ムやプレゼントなど、６年生全員で分担して準備を進めてきました。

　会では、まず６年生に手を引かれて１年生が入場しました。最初は、やや緊張気味です。で
も、迎える２～６年生の温かい拍手と笑顔で、１年生の緊張もあっという間にほぐれていきま
した。実行委員長・副院長のあいさつの後、歌やクイズ、ゲームなどを楽しみました。どの活

 動でも進行役の６年生がとても上手で、大いに盛り上がった迎える会になりました。
　このような関わり合いを通して、子ども達は、優しさや思いやり、責任感、リーダーシップ、
憧れなど、たくさんのことを学びます。とりわけ、異学年交流は、同学年同士の交流とはまた
違った学びがあります。今年は、昨年度よりも多く異学年交流の機会を計画しているので、こ

 れからの活動を通して、子どもたち一人一人にたくさんのことを学んでほしいと思います。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第１回学校運営協議会 

　５月２７日（月）に、今年度第１回目の学校運営協議会を行いました。学校運営協議会は、
学校と一緒に学校経営に参加していただく、私たちの仲間です。今年で、立ち上げから４年目

 になります。
 　この日は、子ども達の学習の様子を見ていただき、その後、
 以下のような協議を行いました。委員の皆様からは、今回も、
 地域愛・学校愛あふれるご意見がたくさん出され、予定時間が
 あっという間に過ぎてしまいました。今年は、協議で出された

 ご意見を、少しずつ具現化していけたらと思います。
 【協議内容】

 　１　学校運営基本方針の説明・承認
 　２　熟議

   　『今年度の活動について』
 　　　（学校と地域を繋ぐアイデア、取り組みたいこと・取り組めそうなこと…）

【学校運営協議会委員の皆様】（児童昇降口に顔写真を掲示しています。）新…新任 
◎会長　小林　 克己　様（同窓会長）　○副会長　山本　 明　様（教育後援会長）新 
◇委員　犬飼　 　 晃　様（コミセン所長・善教育後援会長）　横沢　 文恵　様（主任児童委員）
        小笠原俊行　様（前振興協議会副会長）　永盛　 善博　様（東北文教大学准教授） 

山崎　 篤史　様（ＰＴＡ会長）新　　鈴木　 友香　様（母親委員長）新 



全校朝会（校長講話より）～みんな違って、みんないい～ 

 　５月２９日（水）の全校朝会で、イソップ童話
 『北風と太陽』を題材にお話をしました。

この童話は誰もが知っているように、北風と太陽が、
 「旅人の上着を脱がせる勝負」をして、温かい日
 差しを降り注いだ太陽が、冷たい北風を吹き付け

 た北風に勝ったというお話です。
   この『北風と太陽』には、実は別のストーリー
があるんです。上着を脱がせる勝負の前に、「旅人 

 の帽子を飛ばす勝負」もしていたというお話です。
 この勝負では、照りつける太陽に旅人は帽子を離さ

 ず、帽子を飛ばせたのは北風だったのです。
 つまり、北風と太陽の勝負は、１勝１敗だったということです。

　私はこれまでずっと、力尽くで物事を進めるよりも、太陽のように温かく包み込む方がよい
という捉え方をしていました。でも、このストーリーも併せて考えると、場合によっては北風
のような方法がうまくいくこともあるということがわかります。見方を変えれば、北風も太陽

 も、それぞれのよさがあるということを教えてくれるのではないでしょうか。
　このお話から、人間もそれぞれのよさがあって、一人一人違うことはあたりまえで、価値が
あること、だから互いに助け合い、よりよくなるということを、子ども達には考えてほしいと
思いました。よさも苦手も受け入れて、認め合いながら誰とでも関わり合えるようになってほ

 しいです。
 

～５月の教育活動から～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　　　☆学校便りや日々の様子は、ＨＰからもご覧になれます。⇒

５月２９日（水）全校朝会

イソップどうわ『北風と太陽』

『旅人のぼうしをとばす勝負！』

北風が太陽に勝った。

１勝１敗

場合によっては、北風のようなやり方
がうまくいくこともある。

もう一つのストーリー

北風も太陽も、それぞれのよさがある。
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